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２月１１日に鹿児島県南さつま市の家きん農場で、高病原性鳥インフルエンザが

確認されました（今シーズン国内９例目）。鹿児島県では、昨年12月３日に出水市

の農場（約２．３万羽：採卵鶏）で発生しており、２例目の発生となります。 

＜農場概要＞ 

 鹿児島県南さつま市 

 ・飼養羽数 約5,400羽（肉用種鶏） 

  疫学関連農場  鹿児島県南さつま市（１農場 約7,600羽） 

 ・発生状況  

２/10農場から死亡羽数の増加がみられる旨の通報 

を受けて農場へ立入、簡易検査陽性 

２/1１ 遺伝子検査の結果、HPAIの疑似患畜と確認 

・移動制限区域内（3km以内）：  対象農場なし 

・搬出制限区域内（～10km以内）：15農場 約36万羽 

・消毒ポイント：４か所設置 

 

★消毒命令が告示されました！（愛媛県告示第９９号） 
期間：令和６年２月１６日～５月３１日  農場の消毒徹底をお願いします！ 

①鶏舎外縁部・農場境界内縁部に十分な消石灰量を「継続」して散布のこと 
□「十分な消石灰量」とは、1ｍ幅に対し、1.0ｋｇ/㎡（20ｍ２/1袋（20ｋｇ））です。 

（下記写真参考） 
□降雨により消石灰が固化した場合や、強風等で消石灰が少なくなった場合、 
消毒効果が減弱します。こまめに確認し、必要量を再度散布願います。 

②鶏舎ごとの長靴の履き替えを！ 

□外用と鶏舎内専用の長靴を置く場所にはスノコを置くなど、交差を防いでください。 

③野生動物侵入防止のため家きん舎の破損個所等の修繕を！ 

 

 

 

 

 

 

中予家畜保健衛生所   電話 089-990-1333  

携帯  090-6282-6129 (夜間・休日) 

鹿児島県南さつま市で高病原性鳥インフルエンザ発生（国内９例目） 

⑨鹿児島県南さつま市 


